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QuickML:手軽なグループコミュニケーションツール
Instant Group Communication with QuickML

高林哲 増井俊之∗

Summary. A number of people are exchanging email messages everyday using mobile phones and PDAs as well
as PCs. Email is useful not only for one-to-one communication but group communication through mailing lists.
However, conventional mailing lists are not as widely used as they should be, because creating and maintaining a
mailing list is not an easy task. We propose a simple and powerful mailing list service system called QuickML,
with which people can easily create a mailing list and control the member account only by sending email messages.
QuickML allows people to enjoy group communication at any place, at any time, and by anyone.

1 はじめに

インターネットの普及により，メールによるコミュ
ニケーションは，日常生活に欠かせないものとなっ
た．メールは一対一の情報交換だけでなく，メーリ
ングリストを使ったグループコミュニケーションの
手段としても広く用いられている．「インターネット
はメーリングリストに始まり，メーリングリストに
終わる」という言葉 [14]があるように，メーリン
グリストはインターネット上でのグループコミュニ
ケーションに欠かせないツールである．
しかし，従来のメーリングリストは作成および管
理に多くの手間がかかるため，「来週の旅行の打ち合
わせ」「今日の宴会の連絡」のような一時的な用途に
は使いづらい．本論文では，従来のメーリングリス
トの問題を解決し，使い捨て感覚で手軽にメーリン
グリストを作って活用できるシステム QuickMLを
提案する．QuickMLを利用することにより，いつで
も，どこでも，誰でも手軽にグループコミュニケー
ションを行なえる．

2 従来のメーリングリスト

歴史の長いメーリングリスト管理システムMajor-
domoの論文 [4]では，手作業によるメーリングリス
ト管理の大変さをまず最初に指摘している．具体的
には

• 「メーリングリストに参加したい」
• 「メーリングリストから退会したい」
• 「私はメーリングリストのメンバーか?」

といった要求や質問にいちいち応えるのは時間を消
耗する作業であるため，そういった単調な作業を自
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動化するために Majordomoを開発したということ
である．

Majordomoを使ったメーリングリストでは，コマ
ンドメールと呼ばれる特殊なメールを用いて，メーリ
ングリストのメンバー管理を行なう．コマンドメー
ルとは，Majordomoのシステムが受け取って解釈
するメールである．たとえば，Majordomoで運営さ
れているメーリングリスト foo@example.comに参
加するには，Majordomo@example.comに，本文に
“subscribe foo” というメッセージが含まれた
メールを送る．Majordomoはこのようなコマンド
メールを元に，メンバーの参加や退会といった処理
を自動的に行なう．Majordomoと似た機能を提供す
る fml [12]や Mailman [3] のようなメーリングリス
ト管理システムも同様の方式を採用している．

しかし，これらのシステムを導入するには，メー
ルサーバにソフトウェアをインストールする権限が
必要だったり，メールサーバ管理者としてのノウハ
ウが必要だったりするため，一般のユーザには敷居
が高い．また，メーリングリストを作るためには，
専用のコマンドを実行したり設定ファイルを編集し
たりといった手間のかかる作業が必要である．管理
者に頼めばメーリングリストを作ってもらえること
もあるが，個人的な旅行の打ち合わせのためのメー
リングリストを作って欲しい，などとはなかなか気
軽には頼みづらい．メーリングリストの作成に制限
を課している組織も多い．

一方，メーリングリストの一般参加者からしてみ
ても，参加や退会のために専用のコマンドを覚えな
いといけないのは大きな負担である．退会のための
コマンドメールを間違ってメーリングリスト本体に
送ってしまうという失敗はよく見受けられる．コマ
ンドがメーリングリストシステム毎に異なるという
こともユーザの負担を大きくしている要因である．
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誰でも簡単にメーリングリストの作成/運用ができ
るようにするために，Yahoo Groups2や FreeML3の
ようなWeb上のメーリングリスト作成サービスが近
年よく使われている．このようなシステムを使用す
ると，システム管理のノウハウのない普通のユーザ
でも簡単にメーリングリストを作ることができるが，
メーリングリストの作成やアカウントの登録をする
ためにブラウザが必要になる上に，Web上のフォー
ムにあれこれと入力する手間がかかる．
このように，メーリングリストというものは何か

と手間が多く，ある程度の覚悟がないと導入は難し
いと考えられていた．大きなプロジェクトの情報交
換や永続的なグループ内での議論などのように，はっ
きりした目的があって長続きするメーリングリスト
であれば，手間をかけて設定を行なってでも運営す
る価値があるが，旅行やミーティングの打ち合わせ
のような一時的な用途には敷居が高く，あまり気軽
には使われていなかった．

3 QuickML

前述のような問題を解決するために，我 は々Quick-
MLというシステムを開発し運用している．QuickML
はメーリングリストの作成および管理にかかる手間
を軽減し，いつでも，どこでも，誰でも手軽にメー
リングリストを活用できるシステムである．

3.1 QuickMLの使い方

QuickML では，メーリングリストを作るために
メールサーバの設定を変更したり Webブラウザを
立ち上げたりする必要はなく，普通にメールを送る
だけでメーリングリストを作って活用することがで
きる．

メーリングリストの作成

任意の名前@quickml.comのような任意のアドレ
スにメールを送るだけで，新しいメーリングリスト
を作成できる．たとえば宴会のメーリングリストを
作るには enkai@quickml.comにメールを送ればい
い．このとき，From:と Cc:にリストされたアドレ
スがメーリングリストに登録される．

Subject: 来週の宴会
To: enkai@quickml.com ⇐作りたい MLのアドレス
From: satoru@example.jp ⇐自分のアドレス
Cc: masui@pitecan.com ⇐参加者リスト

突然ですが，宴会好きのメー
リングリストを作ってみま
した．

⇐本文

2 http://groups.yahoo.com/
3 http://freeml.com/

同名のメーリングリストがすでに存在したとき
は，「あなたは○○○メーリングリストのメンバー
ではありません」というエラーメッセージが返され
る．その場合は，違う名前をつけて作り直す必要が
ある．QuickMLでは enkai@gotanda.quickml.comの
ようにアドレスに任意のサブドメインが入ったメー
リングリストを作ることができるため，名前の衝突
を容易に回避できる．

メーリングリストへ投稿

メーリングリストへ投稿するには，メーリングリ
ストのアドレスに普通にメールを送ればいい．メー
リングリストにはメンバーだけが投稿できる．メン
バー以外が投稿した場合は，「あなたは○○○メー
リングリストのメンバーではありません」というエ
ラーメッセージが返される．

新しいメンバーの追加

すでに参加しているメンバーは新しいメンバーを
Cc:で追加できる．To:でメーリングリストをアド
レスを，Cc:に新しいメンバーのアドレスを指定し
てメールを送ればいい．Cc:でメンバーを勧誘する
というこの仕組みは，友達に声をかけて仲間に誘う
という行為をモデルとしている．メンバーが追加さ
れた際には，メールの本文の先頭に

ML: enkai@quickml.com
新メンバー: komatsu@example.ac.jp

のような情報が付加される．また，メールの末尾
には次のように，メンバーリストが付加される．

<enkai@quickml.com>のメンバー:
satoru@e...
masui@p...
komatsu@e...

不特定多数のメンバーが参加するメーリングリス
トでは，アドレスの流出が問題になることがあるた
め，メンバーリストのアドレスは@マークの 2文字
目以降を伏せる形で載せている．

メーリングリストへの参加

すでに参加しているメンバーを Cc: で指定して
メールを投稿すると，メーリングリストに参加でき
る．参加のために送ったメールはメーリングリスト
に流れるため，簡単な自己紹介などを書いておくこ
とが推奨されている．Cc:で知り合いのメンバーを指
定するというこの仕組みは，友達に声をかけて仲間
に入れてもらうという行為をモデルとしている．こ
のように，QuickMLのメンバー登録は日常のグルー
プコミュニケーションを元にして設計されている．
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メーリングリストから退会

メーリングリストに空メールを送ると，メーリング
リストから退会できる．空メールを送るという操作は
一種のコマンドメールと言えるが，“unsubscribe
enkai@quickml.com” (Majordomo)や “# bye”
(fml)といったコマンドを覚えるよりは簡単である．

メーリングリストへの復帰

退会したメーリングリストに再びメールを送ると，
メーリングリストに復帰できる．メーリングリスト
に復帰する場合は，メーリングリストに新規に参加
する場合と異なり Cc:にメンバーを指定する必要は
ない．

メンバーの削除

間違ったアドレスを登録してしまったなどの理由
でメンバーのアドレスを削除したい場合は，Cc:に
削除したいアドレスを指定してメーリングリストに
空メールを送ればいい．他のメンバーを勝手に削除
するといった悪用も考えられるが，削除されたメン
バーには削除された旨のメールが届くため，知らな
いうちに削除されていた，というトラブルは防げる．

3.2 QuickMLの活用例

QuickMLは使い捨て感覚で手軽にメーリングリ
ストを作れるため，これまでメーリングリストが活
用されていなかった用途にも使用できる．ここでは，
QuickMLの効果的な活用例をいくつか紹介する．

少人数のグループの連絡

友達，家族，サークル，ゼミ，趣味の仲間，宴会参
加者，旅行参加者といった少人数のグループでメー
リングリストを作って連絡をとると便利である．我々
はミーティングや旅行，研究プロジェクトなどの打
ち合わせに QuickMLを活用している．

一部の人しか興味のない話題

大きなメーリングリストに参加しているときに，
一部でしか興味のなさそうな話題を続けるのに躊躇
することがある．QuickMLでは小さいメーリング
リストをすぐに作れるので，大多数の人達に迷惑を
かけることなく一部のメンバで議論を続けることが
できる．

用途ごとにアドレスをたくさん作って使う

QuickMLでは任意のアドレスのメーリングリスト
をたくさん作れるため，用途ごとに異なるアドレス
を作って活用できる．たとえば，思いついたアイディ
アを携帯電話からメールで idea@satoru.quickml.com
に送ったり，買い物メモを buy@satoru.quickml.com
に送ったりできる．

用途ごとにアドレスごとを分けておくと，メーラー
の自動振り分け機能を用いて，後から簡単に情報を
整理できる．

3.3 QuickMLの欠点

QuickML は手軽にメーリングリストを作って活
用できる反面，いくつかの欠点を持っている．

メーリングリストの規模

QuickMLは小さなメーリングリストを運営する
には適しているが，

• メンバー数を最大 100人に制限している
• メンバーが参加するたびに参加メッセージが
流れる

といった性質を持つため，たくさんのメンバーが参
加するメーリングリストの運営には向いていない．
その点，Majordomoや fmlなどのシステムは，メー
リングリストに参加メッセージを流さずにメンバー
を追加できるため，大規模なメーリングリストを運
営するのに向いている．

セキュリティ

Majordomoや fmlなどのシステムは，メーリング
リストに参加する際に，アドレス登録の確認を行な
う機能を持っている．悪意のあるユーザが他人のア
ドレスを勝手にメーリングリストに登録するのを防
ぐためである．この仕組みは，セキュリティを高め
る一方で，メーリングリストへの参加の敷居が高く
なるるという欠点を持つ．
一方，QuickMLは，手軽さを優先し，アドレス登

録の確認を行なう仕組みは持たない．セキュリティ
の点で不安は残るものの，現在のところ悪用のトラ
ブルは起きていない．

i-modeとの相性

QuickMLはメールを送るだけでメーリングリスト
を作って活用できるため，携帯電話から利用すると
特に便利である．しかし，2002年現在，国内で最も
普及している携帯電話である i-modeの端末はCc:を
つけてメールを送ることができないため，QuickML
でメンバーの追加を行なうことができない．i-mode
用にメンバー追加を行なうWebインタフェースを
作って対応することも考えているが，実現にはまだ
至っていない．
また，i-modeの端末はへッダの Reply-To:を無視

するため，普通に返信を行なうと送信者にメールを
送ってしまうという問題も抱えている．QuickMLは
メールの末尾に

—
ML: enkai@quickml.com
使い方: http://QuickML.com/
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というフッタを挿入するため，ML: の右側のアドレ
スをカーソルで選択すれば，メーリングリストに返
信が行なえる．auや H” の端末では Cc:も Reply-To:
も問題なく扱えるようである．

4 実装

QuickML は SMTP (Simple Mail Transfer Proto-
col)[7] のサーバとして実装を行なった．QuickML
サーバはメーリングリストへの投稿を受け付け，メ
ンバー管理などの処理を行なったのちに，メールの配
送を配送用メールサーバに依頼する．QuickMLサー
バではメールの配送やキューイングといった処理は
一切行なわず，qmail[1]や Postfix[10]といった既存
のメールサーバに任せるという方針をとった．
通常のメーリングリスト管理システムでは，メー

ルが届くたびに，メールサーバの /etc/aliasesなどの
設定ファイルを介して，メーリングリストシステム
が外部プロセスとして実行される．一方，QuickML
では，メーリングリスト管理システムがサーバとし
て常駐しているため，プロセス呼び出しのオーバー
ヘッドはなく高速に処理が行なえる．

4.1 メーリングリストの自動管理

QuickMLの大きな特長のひとつに，メーリングリ
スト管理者という概念が存在しないという点がある．
QuickMLには，メンバーの自動削除とメーリングリ
ストの自動消滅の仕組みが備わっているため，メー
リングリスト管理の作業は一切必要ない．特別な権
限を持った管理者は QuickMLには存在せず，すべ
てのメンバーが対等の立場でメーリングリストに参
加する．

メンバーの自動削除

アドレス消滅やネットワーク障害などの理由によ
りエラーメールが 5回返ってきたアドレスはメーリ
ングリストから自動的に削除される．ただし，単純
にエラーメールを数えると流通量の多いメーリング
リストでは短時間のうちに 5通に達するため，最後
にカウントしたエラーメールから 24時間以内に届い
たエラーメールはカウントしないという方針をとっ
た．このため，一時的にメールサーバが故障した程
度ではアドレスが削除される心配はない．削除の際
には，メンバーを削除した旨のメッセージがメーリ
ングリストのメンバー全員に通知される．なお，エ
ラーメールのカウンタはそのアドレスからの投稿が
あった時点で 0にリセットされる．
配送不能アドレスを自動的に削除する機能のな

いメーリングリストシステムでは，エラーメールを
チェックして配送不能アドレスを削除するという作
業を管理者が行なう必要があるが，QuickMLでは
その必要は一切ない．

エラーメールの自動処理は qmailおよび Postfix
に実装されている VERP (Variable Envelope Return
Paths)[2]拡張を利用して実現した．VERP拡張つき
で送ったメールには envelope from4 に，宛先ごと
に一意の IDが付加されるため，戻ってきたエラー
メールのヘッダを見れば，どのアドレスがエラーを
返しているかを識別できる．

メーリングリストの自動消滅

すべてのメンバーが退会したメーリングリストは
最後のメンバーがいなくなった時点で自動的に消滅
する．QuickMLにはメーリングリスト管理者とい
う概念が存在しないため，メーリングリストの作成
者が退会しても，メーリングリストはそのまま存続
する．
投稿が途絶えてから 1か月経過したメーリング
リストも自動的に消滅する．自動消滅する前日に
「Subject: [○○○] メーリングリストもうじき消滅」
というお知らせのメールがメーリングリストのメン
バー全員に届けられる．その後 24時間以内に投稿
がない場合はメーリングリストが消滅する．
放置しておけばメーリングリストが自動的に消滅

するというこの仕組みにより，投稿の途絶えたメー
リングリストが永遠に残ってしまうという問題が回
避されるため，後始末を考えずに気軽にメーリング
リストを作って活用することができる．

4.2 サブドメインの処理

QuickMLでは，アドレスに任意のサブドメイン
を含むメーリングリストを作ることができる．この
機能は，DNSのワイルドカード MX[9]の仕組みを
利用して実現している．ワイルドカード MX を利
用すれば，あらゆるサブドメイン宛てのメールをひ
とつの QuickMLサーバで受け取れるため，アドレ
スにどのようなサブドメインが指定されていても，
QuickMLのメーリングリストとして処理できる．
ワイルドカード MXを利用するためのBIND5ネー
ムサーバ用の設定例を次に示す．この例ではQuickML
サーバは 192.168.0.1 (qml.example.com)で動いてい
て，example.comのあらゆるサブドメインへのメー
ルを QuickMLサーバが受け取って処理を行なうも
のとしている．

$ORIGIN example.com.
@ IN MX 10 qml
* IN MX 10 qml
qml IN A 192.168.0.1

IN MX 10 qml

4 SMTPのMAIL FROM: で指定する差出人アドレス．メー
ルのへッダには現われない．

5 http://www.isc.org/products/BIND/
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図 1.アーカイバ・エージェントが作成したWebページ

4.3 エージェントとの連携

QuickMLは極めてシンプルなシステムとして実
現されているため，多くのメーリングリスト管理シ
ステムが提供する，投稿されたメールの保存機能す
ら備えていない．QuickMLシステムを拡張すれば，
メールをファイルとして保存する程度の機能は簡単
に追加できるが，このような拡張を加えていくとシ
ステムが肥大化してしまう可能性がある．
そこで，QuickMLでは本体をシンプルに保ち，追
加機能はメールエージェントとして実現するという
方針を採用した．ここでいうエージェントとはメー
ルアドレスを持つプログラムのことである．メーリ
ングリストのメンバーとしてエージェントを登録す
ると，そのエージェントの持つ機能を利用できる．
メールをファイルとして保存するアーカイバ・エー

ジェントを作成した．アーカイバ・エージェントは，
メーリングリストに投稿されたメールをファイルに
保存し，メールを Webブラウザから閲覧するため
のWebページを作成する．
図 1は quickml-users@quickml.comメーリングリ
ストに登録したアーカイバ・エージェントが作成し

た Webページである．議論の流れをスレッド表示
する機能は持たないが，簡単な検索機能は備えてい
る．スレッド表示の機能を追加したい場合はエージェ
ントのプログラムを修正するだけでよく，QuickML
サーバ本体に手を入れる必要はない．
他にも，メーリングリストの自動消滅を防ぐため

に投稿がしばらく途絶えると延命のためのメールを
送ってくる pingエージェントや，論文の締め切りが
近づくとメールを送ってくるリマインダエージェン
トなどを作って活用している．

5 議論

我々は 2001年 11月に QuickML.comを立ち上げ，
2か月ほど少人数のグループでテストを行なったの
ちに 2002年 1月に一般公開を行なった6．ここでは
運用によって得られた経験と QuickML.comの利用
状況ついて述べる．

5.1 利用経験

QuickML.comの運用を通じて，通常のメーリン
グリストとは異なる，QuickMLならではの使われ
方がわかってきた．QuickMLの特徴的な利用経験を
以下にまとめる．

管理者権限

QuickML.comの公開当初は，管理者の権限が欲し
い，細かくカスタマイズしたい，といった要望が多
く寄せられた．しかし，次第に，そういった要望はほ
とんど届かなくなった．これは，日常的なグループコ
ミュニケーションにおいては，管理者の権限やカス
タマイズといった機能は不要であるというQuickML
のコンセプトが理解されていったためと考えられる．

ヘビーユーザ

メーリングリストを大量に作る「ヘビーユーザ」
が現われた．QuickMLのヘビーユーザは話題ごとに
Subjectを変える代わりに，話題ごとに新しいメー
リングリストを作って活用している．これは，手軽
にメーリングリストを作れる QuickMLならではの
活用法といえる．実際，我々の 1人は，9か月の間
に 220のメーリングリストを作成し，1日に受け取
るメールの 31%は QuickML経由のものである．

携帯電話ユーザ

全体のユーザ 18,000人のうち，携帯電話ユーザ
は 6,000人弱と約 1/3の割合を占めている．この結
果から，QuickMLはモバイル環境でのグループコ
ミュニケーションに活用されていることがわかる．
我々は，ちょっとした待ち合わせなどにも携帯電話
を使ったメーリングリストを作って活用している．

6 http://QuickML.com/
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メーリングリストのアドレス

当初，我々は a@quickml.comのような極端に短
い名前のメーリングリストが作られて名前の衝突が
頻繁に起きるのではないかと心配していたが，実際
にはそういった極端に短いアドレスが好まれる傾向
は見られなかった．
一方，サブドメインつきのメーリングリストは，

それほど利用されないのではないかと予想していた
が，実際には 全体の 1/4のメーリングリストがサ
ブドメイン付きのアドレスを利用していることがわ
かった．これは，名前の衝突を避けるためにサブド
メイン付きのアドレスが有効に活用されているため
と考えられる．

セキュリティ

QuickMLは参加メンバー以外はメーリングリス
トに投稿できないという方針をとっているため，第
三者によって広告などの迷惑メールがメーリングリ
ストに無差別に送られるといったトラブルは起きて
いない．

QuickMLサーバはオープンソースのソフトウェア
として公開されているため，プログラミングの技術
を持ったユーザは，QuickMLのシステムの動作の仕
組みやセキュリティを完全に把握できる．

5.2 利用状況

QuickMLサーバの利用ログを元に，QuickML.com
の利用状況の分析を行なった．

ユーザ数の推移

QuickML.comのユーザ数の推移を図 2に示す．一
般公開して 9か月が経過した 2002年 10月上旬時
点でのユーザ数は一意のメールアドレスで数えて約
18,000人である．グラフをみると，雑誌で QuickML
が取り上げられた 4月の半ばで傾きが上向きに変化
しているものの，ユーザ数の伸びは常にほぼ線形を
維持している7．

投稿数の推移

図 3は QuickML.comへの投稿数の累計を表すグ
ラフである．9か月の間に 18万通，1日あたり平均
700通のメールが投稿されていることがわかる．投
稿数の推移を見ると 1日周期で波が見られる．これ
は，深夜から早朝にかけて投稿数が減るという，人
間の生活リズムを反映した傾向を示している．深町
は，メーリングリストの投稿の時系列的な解析を行
なっており [6]，メーリングリストの投稿にみられる
フラクタル的なふるまいのモデル化を行なっている．

7 指数的なユーザ数の伸びを予想としていた我々としては
やや残念な結果である．
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図 2.ユーザ数の推移

メーリングリスト数の推移

メーリングリスト数の推移を図 4に示す．9か月
の間に，約 4,500のメーリングリストが作られ，そ
のうちの 2,500近くが消滅している．これは，1か
月投稿のなかったメーリングリストは自動消滅する
という QuickMLの特徴が顕著に現われた結果とい
える．

メーリングリストの存続期間の分布

消滅したメーリングリストの存続期間の分布は図
5のようになる．1か月で消滅するメーリングリス
トが大半を占め，グラフの右に進むにつれて数が少
なくなる．縦軸を対数軸とするとグラフは直線とな
り，メーリングリストは指数分布に従って，ほぼ同
じ割合 (約 28日の半減期)で消滅していることがわ
かる．

メーリングリストのメンバー数の分布

メーリングリストメンバー数の分布を図 6に示す．
点線は最小自乗法で求めた f(n) = 803 × 0.82n (n
はメンバー数)の関数である．メンバー数の分布は
ほぼ指数分布に従っている．
図 7は我々の職場で運営されている，Majordomo

を用いた 180個のメーリングリストの分布を比較し
たグラフである．データ数が 180と少ないため統計
的に有意ではないが，QuickMLはメンバー数の少
ないメーリングリストが多いのに対し，Majordomo
はメンバー数が多いメーリングリストが多いという
傾向が見られるようである．

メンバー数と存続期間の相関

図 8はメーリングリストのメンバー数と存続期間
の相関を表したグラフである．色の濃淡はメーリン
グリストの数を表し，濃い色ほどメーリングリスト
の数が多い．たとえば，メンバー数が 4～7人のメー
リングリストの存続期間は 10～100日に多く分布し
ている．メンバー数が多くなるにつれて，メーリン
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グリストの存続期間は長くなる傾向がわかる．

6 関連研究

Wiki Wiki Web (Wikiと略)[8]は，誰でもWebペー
ジを作ったり，内容を編集したりできるシステムで
ある．Wiki は Web上での共同の文書編集システム
としてだけではなく，グループコミュニケーション
のツールとして近年広く用いられている．Wiki は
Webベースのシステムという点で QuickMLとは異
なっているが，管理者が存在せず，誰でも手軽にグ
ループコミュニケーションの場を作って活用できる
という点で QuickMLと共通点を持っている．
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Deyらは，コンテキストに着目したアプリケーショ
ンを開発するためのツールキット [5]を提案し，位
置ベースのメーリングリスト管理システムを開発し
ている．Deyらのシステムでは，メーリングリスト
に参加しているメンバーの位置情報を利用して，ビ
ルの中にいるメンバーにのみメールを送信すること
ができる．位置情報を利用してグループにメールを
送信するシステムとしては上田らによる研究もある
[13]．我々は，位置情報の利用を QuickMLに取り入
れて，位置ベースのメーリングリストを手軽に作成
する拡張を検討している．
坂田ら [11]は，雑談的なグループコミュニケーショ
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ンをメーリングリストで行なう場合に，興味のない
メールが否応なしに送られてくる問題があると指摘
している．坂田らは，この問題を解決するために，呼
び掛けのメールに返答したメンバーのみをメンバー
に加えるというセッション招集方式を採用したメー
リングリスト管理システムを開発している．グルー
プコミュニケーションを手軽に行なうという目的は
QuickMLと共通しているが，QuickMLはメールを
送るだけで，新しいメーリングリストを作って活用
できる点に特徴がある．

7 結論

本論文では，メールを送るだけで手軽にメーリン
グリストを運営できるシステム QuickMLを提案し
た．QuickMLを利用することにより，いつでも，ど
こでも，誰でも手軽にグループコミュニケーション
を行なえる．
最近ではインスタント・メッセージをはじめとす

るリアルタイム・コミュニケーションの手段を利用
する機会が増えてきたが，メールという時間差のコ
ミュニケーション手段が廃れることはなく，メール
がある限りメーリングリストは使われ続けるものと
思われる．実際に 1年近く利用した経験では，我々
は QuickMLを使わないメールによるグループコミュ

ニケーションは考えられなくなった．今後はより広
い普及を目指していく．
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